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国名（日本語） バヌアツ共和国

国名（英語） Republic of Vanuatu

国名の由来

バヌアツとは、メラネシア系の言葉「バヌア（土地）」と「ツ（立つ）」で
「独立した土地」という意味。ニューヘブリデス諸島など約80の島から
なる。18世紀末ジェームズ・クックが来航、スコットランドのヘブリデス
諸島に因み「ニューヘブリデス諸島」と名付けた。1906年英仏の共同
統治下に入り、1980年イギリス連邦の一員として独立した。

国旗の由来

左の紋章は、親和と団結を意味する２枚のシダの葉と、富を象徴する
野豚の牙とを組み合わせたもの。横向きのY字は、ニューヘブリデス
諸島の形状およびキリスト教信仰を表している。赤は火山と独立闘争
の犠牲を、緑は樹木と国土を、黒は肥沃な土地とメラネシア人を、黄
は豊かさを表している。

　１　面積 1万2,190平方キロメートル（新潟県とほぼ同じ大きさ）

　２　人口 約26万人（2014年 世界銀行）

　６　豆知識
バヌアツ北部のペンテコスト島には、足首に蔓を結びつけた男性たち
が高さ数十メートルの木の櫓からダイブする「ナゴル」とよばれる儀礼
があり、これが「バンジージャンプ」の原型といわれている。

　３　首都 ポートビラ

　４　言語 ビスラマ語（ピジン英語）、英語、仏語（いずれも公用語）

　５　宗教
主にキリスト教（プレスビタリアン、ローマ・カトリック、アングリカン、
セブンス・デイ・アドベンティスト等）


